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※掲載内容の詳細は各科外来・各病棟でお尋ねください。

持続皮下連続式
血糖モニター（CGM）について

　これまで実際の臨床で、私たちは患者さんの『食後血糖値

の連続的な変化』や『夜間・深夜帯の血糖の動き』といった24

時間の血糖値の連続的な変動を見ることは全くできません

でした。

　通常、血糖値を測るには採血を行い、血中の糖分（グルコー

ス）の値を調べていますが、この持続皮下連続式血糖モニ

ターは、皮下組織に刺したセンサーにより皮下組織の細胞を

取り巻く間質液と呼ばれる液体中のグルコース濃度を測りま

す。

　持続皮下連続式血糖モニターは睡眠中や仕事中にも装着

しておくことができ、一定の間隔で間質液中のグルコース濃

度を測定し、本体でこの濃度を連続的に（２４時間以上、数日

間）記録します。

　採血をして測る血糖値と、間質液中のグルコース濃度の値

には違いがありますので、患者さん自身が機器を使って針を

刺し、微量の血液から血糖値を測ること（血糖自己測定：

SMBG）を１日に４回（毎食前と就寝前）に行って補正を行う

必要があります。

（図１）新型CGM

（図２）CGMを取付けた様子

持続皮下連続式血糖モニター
 (CGM: Continuous Glucose Monitoring）

とは、血糖値の変化を連続して測る医療機器（図１）です。
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　この持続皮下連続式血糖モニターは、日本では2009年秋に厚生労働省から医療

機器として認可され、2010年２月から保険で対応することができるようになりまし

た。当科においても2012年に導入し、入院患者さんを中心に適用しています。

　普段自己測定をされていて、「低血糖が頻回に起こる。」、「自分は頑張っているのに

血糖が下がらずＡ１ｃ（HbA1c：ヘモグロビンA1ｃ）がいつも８％以上ある。」といっ

た方、「外来で採血したときの血糖値がいつもはいいのに、Ａ１ｃは高い」という方は

一度つけてみる価値があります。

　当科外来でご相談ください。

（図３）CGMで得られた測定値の一例

持続皮下連続式
血糖モニター（CGM）について

　このように、持続皮下連続式血糖モニターで間質液中のグルコース濃度を連続的

に測り、血糖値の変化（図３）を照らし合わせることにより、患者さんの生活習慣が血

糖値にどのように反映されるのかということを知ることができます。
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